
札幌障がい者就業・生活支援センターたすく

平成２７年度 年間活動報告

～報告内容～

１．新規相談状況
２．登録者状況（障がい種別/居住区別）
３．相談支援状況（相談支援方法別）
４．就職状況
５．実習状況（職場実習/職業準備支援）、職業評価状況
６．就労支援施設利用状況（移行/Ｂ型/Ａ型）
７．企業からの相談
８．まとめ



１．新規相談状況
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身体 知的 精神 発達 難病 高次脳 その他

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 割合

身 体 ０ １ １ ４ ２ ２ １ ０ ０ １ １ ３ １６ 7%

知 的 ５ ２ ３ ２ ６ ２ １ ４ ６ ７ ３ ４ ４５ 19.8%

精 神 ６ １０ ９ ５ ５ ６ ６ １ ５ ４ ４ ６ ６７ 29.5%

発 達 ４ ２ １ ２ ２ ０ ５ １ １ ３ ３ １ ２５ 11.1%

難 病 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0%

高次脳 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 0.4%

その他 １０ ４ ６ ３ ６ ４ ２ １ ４ ７ １５ １１ ７３ 32.2%

合 計 ２６ １９ ２０ １６ ２１ １４ １５ ７ １６ ２２ ２６ ２５ ２２７ 100%

(人)



障がい種別
登録者状況 就業別状況 生活状況

登録者
内)発達障がい

の診断有
在職中 求職中 その他

在宅
（家族同居）

単身生活 ＧＨ等

身 体 27 2 21 5 1 20 6 1

知 的 157 56 108 47 2 114 18 25

精 神 131 63 66 63 2 92 35 4

発 達 4 - 1 1 2 2 2 0

難 病 1 0 0 1 0 0 1 0

高次脳 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 10 - 1 9 0 6 4 0

合 計 330 121 197 126 7 234 66 30

居住区 中央区 北区 東区 白石区 厚別区 豊平区 清田区 南区 西区 手稲区 市外 合計

身 体 1 4 0 2 0 4 1 1 5 9 0 27

知 的 14 27 30 15 2 11 6 16 18 11 7 157

精 神 17 15 20 8 3 9 1 17 15 13 13 131

発 達 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 4

難 病 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

高次脳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 2 0 0 0 2 0 0 6 0 0 10

合計 32 49 50 26 5 27 8 35 45 33 20 330

２．登録者状況（障がい種別、居住区別）
(人)

2016.3.31日現在
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来所面談

電話・mail

家庭訪問

職場訪問

他機関訪問

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

来所面談 45 46 43 43 44 57 51 53 44 41 45 49 561

電話・Mail 538 486 484 644 510 509 490 417 454 443 487 620 6082

家庭訪問 6 2 5 2 6 6 2 2 3 7 6 10 57

職場訪問 43 39 54 50 37 25 29 20 30 23 31 37 418

他機関訪問 58 51 78 81 87 64 90 52 54 61 78 76 830

合 計 690 624 664 820 684 661 662 544 585 575 647 792 7948

３．相談支援状況（相談支援方法別）

(件)



４．就職状況
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身体 知的 精神 その他 合計

20h未満 0

20h以上30h未満 1 2 3 6

30h以上 11 10 1 22

合 計 1 13 13 1 28

(件)

※その他とは、発達障がい、難病、高次脳機能障がいを含む



５．実習状況(職場実習/職業準備支援）、職業評価状況
(件)
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職業評価
※その他とは、発達障がい、難病、高次脳機能障がいを含む

身体 知的 精神 その他 合計

職業準備
支援 7 5 12

職務試行法 2 2

北海道実習
推進事業 1 1 2

労働局実習
推進事業 3 2 5

就労移行
連携実習 2 7 9

特別支援学校
連携実習 2 2

その他 1 3 4

合 計 8 22 6 36

職業評価

身体

知的

精神 4

その他 2

合 計 6

(件)



６．就労支援施設利用状況（移行/Ａ型/Ｂ型）

(人)
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来所 電話・Ｍａｉｌ 職場訪問

就労移行 Ｂ型 Ａ型 合計

身体 1 1

知的 11 8 3 22

精神 9 5 5 19

その他 0

合 計 21 13 8 42

来所
電話

Ｍａｉｌ
職場訪問 合計

雇入れ 6 64 18 88

職場定着 5 60 9 74

生活面 2 5 7

制度面 3 12 15

合 計 16 141 27 184

※その他とは、発達障がい、難病、高次脳機能障がいを含む

７．企業からの相談
(件)

(人)



～ まとめ ～

《新規相談状況》
・今年度は、数年ぶりに２００件を超える新規相談がありました。中でも、障害者手帳も診断もない方々からの相談が７３件と最多となりま
した。相談内容も「求職活動をどのように進めたら…」や「働くための準備をしたい」など多様化してきており、その方の状況やニーズを確
認しながら個別対応で支援を進めています。

《登録者状況》
・新規相談が多く寄せられている状況から、年々登録者は増加している。今年度に新規で登録した方は全員で５２名となります。登録者３３０
名のうち、発達障がいの診断を受けている方々が１２１名と、やはり年々増加しています。在職中の登録者が１９７名となっており、今後ま
すます定着支援に注目が集まることを考え、たすくとしても２００名近い在職者への定着支援のあり方を考えなければならないと思います。

《相談支援状況》
・昨年度の６６９６件を上回る７９４８件となりました。電話やメールの件数が昨年度よりも１０００件以上増加しており、新規相談もメール
で頂くことが徐々に増えてきました。また来所による面談件数もすべての月で４０件を超えており、１ヶ月の稼動日を考えると毎日２件以上
の面談をしていることになります。

《就職状況、実習状況》
・毎年、就職件数と職場実習件数は目標値を設定し、かつ達成を求められる事業です。達成することが最優先ではなく、相談者のニーズや状況
によって就職のタイミングは変化することは当然と考え支援しています。また職場定着も重要と考えると、実習などの就職前準備のニーズも
高まってきています。以前よりも実習を推進する制度や事業が増えていることは、相談者にとっても追い風となっています。

《職業評価状況、就労支援施設利用状況》
・市内の就労系事業所が増加しているためか、「就労移行支援事業所に行って就職の準備をしたい」という明確な希望を持って相談に来る方々
が増えています。たすくとしても、今後ますます就労移行支援事業所との連携による就労支援、定着支援が有効と思っており、多くの事業所
と連携した支援体制を構築していきたいと考えています。

《企業からの相談》
・昨年度の１３１件から５０件以上の増加となりました。最も多かったのは８８件の雇用相談ですが、定着に関数相談も年々増えており、ここ
でも定着支援の重要性が見受けられます。

《総評》
・全体的に相談件数や支援の活動件数は昨年度よりも増加しています。社会事情の変化や諸制度の改革によるニーズや支援内容の多様化に対応
できる体制を強化していくことが重要と考えています。また、地域の関係機関の方々との連携は不可欠であるため、今後もより良い連携体制
を築けるよう努めていきます。


